能力が あまりに も 深部に かくされ ており、 俳優 自身 も 

その 存在 を 確信し ないような 場合に は 我々 の 仕事 は 著 

しく 引き伸ばされ、 仕事の 形式 は 訓練と いう 言葉に 近 

づ いてく る。 

〇 ある 時間 内の 訓練が 失敗に 終った としても あきらめ 

てし まう の はま だ 早い。 その 次に 我々 が 試みなければ 

ならぬ こと は、 さらに 多くの 時間と、 そして さらに 熱 

烈な 精神的 努力 を はらう ことで ある。 たとえば めん ど 

リのノ J とき 自信と 執拗 さ を も つ て， 優 を 温め 温めて、 

ついに 彼が 鮮 化する まで 待つ だけの 精神的 強 靱さを 持 



「美の ために は 破って はならない 法則 は 存在せ ぬ。」 

(ベ— ト ー ヴ ェン) 

〇 法則と は 自分が 発見したら 役に立つ が、 人から 教わ 

ると あまり 役に立たぬ もの だ。 

〇 演技 指導の 本質の 半分 は 「批評」 である。 

〇 演技 指導に ついて 少し 広義に 記述して いると いっか 

それ は 演出 論になる。 



通例 配役の 考慮と ともに それ は 始まる。 

〇 百の 演技 指導 も、 一 つの 打って つけな 配役に はかな 

わない。 

〇 最も 能率的な 演技 指導 は 成功せ る 配役で ある。 その 

逆 もまた 真で ある。 

(したがって 純粋な 立場から いえば、 配役 は 演出 者の 

仕事で あるが、 実際に は 必ずしも そうは 行かない 場合 

が 多い。) 



〇 私の 見る ところでは、 俳優 は 偉大なる 指導者 (それ 

は 伝説 的であって もい い。) の 前で は 多少と もしゃち 

こばって しまう 傾向 を 持って いる。 したがって 艇け出 

しの 演出 者 こそ 最も 生き生きした 演技 を 彼らから 抽き 

出し 得る 機会に 恵まれて いると いうべ きであろう。 

(この こと を 方法論 的に いうならば、 演出 者 は 威厳 を 

整える ひまが あ つ たら 愛嬌 を 作る ことに 腐心せ よと い 

うこと になる。) 

〇 演技 指導の 実践の 大部分 を 占める もの は、 広い 意味 

における 「説明」 である。 しかし 一般に 百 を 理解して 



いる 人が 百 を 説明し きれる 場合 は 稀 有に 属する。 私の 

場合 は 四十 パ ー セントが あやしい。 これ は 自分の 天性 

の 劣弱な ことに もよ るが、 もっと 大きな 原因 は 我々 が 

古色蒼然たる 言論 蔑視の 倫理に 締めつ けられて きた こ 

とに ある。 いわく 「ことあげ せず」。 いわく 「不言実行」 - 

いわく 「雄弁 は 銀 沈黙 は 金」。 いわく 「巧言令色 鮮 ない 

かな 仁」。 いわく 何。 いわく 何。 そうして ついに 今啞 

の ごとき 演出家が できあが つ て 多くの 俳優 を 苦しめて 

いると いう わけで ある。 将来の 演技 指導者た らんと す 

る もの はまず 何 をお いても 「説明」 の 技術 を 身に つけ 

る こと を 資格の 第一 条件と 考えるべき であろう。 



〇 俳優 を だれ さすな。 カメラマン を だれ さしても、 照 

明 部 を だれ さしても、 俳優 はだれ さすな。 

〇 いかなる 演技 指導 もむ だ だと 思われる の は 次に 示す 

一 一 つ の 場合で ある。 

一、 俳優の 芸 がまった く 可撓き を 欠いて いる 場合。 

二、 俳優が 自己の 芸は 完全 だと 確信して いる 場合。 

(以上の ような 実例 はお そらくない だろうと だれし も 

考えが ちで あるが、 既成 スタ— の 中には 右の 典型的な 

例が 珍しくない。) 



直接 俳優に 言って はいけ ない。 

たとえば 録音 部が 直接 俳優に むかって せりふの 調子 

の 大小 を 注文したり、 カメラマンが 直接 俳優に むかつ 

て アクションの 修正 を 要求した りして はならぬ。 それ 

らは 必ず 一 度 演出 者 を 通じて 行なわれねば ならぬ。 

〇 非常に 低度の 演技、 つまり 群衆の 動き や 背景 的 演技 

など を 対象と する 場合 は 必ずしも 右の 原則に よらない- 

(ただし 群衆 撮影の 場合 あまり カメラマン 任せに する 

と、 カメラマンの 多く は 群衆 を 一人残らず 画面 内に 収 

めようと しすぎる ため、 画面 外に は 人間が 一 人 もい な 



いこと がわ かるよう な 撮り 方 をす る 傾向が あるから 注 

意 を 要する。) 

〇 衣裳 小道具な ど を 俳優が 勝手に 注文して はいけ ない。 

〇 俳優が はじめて 扮 装して 現われた 場合、 演出 者は必 

ず やり直し をさせる つもりで 点検 するがよい。 でない 

と 眼前に 現われた 俳優の 扮装 にう つかり 釣り こまれて 

しまう おそれが 多分に ある。 

演出 者の いだいて いるもの はいくら 正しくても 畢竟 

ィメ ー ジ にすぎないが、 これに 反して 俳優の 扮装 はい 



ある。 しかし これ を 完全に 遂行す るた めに は、 演出 者 

の ほうで も 仕事の 途中で せりふ を 書 直したり、 未完成 

の シナリオで 仕事に かかった りする こと を やめな けれ 

ばいけ ない。 

(これ は 秘密 だが、 もしも 私が 俳優 だったら せりふ を 

なおさずに やれる シナリオ はた だの 一 つもない じ やな 

いかと 言いたい ような 気がする。) 

右の 括弧の 中 は 俳優に 読まれたくない もの だ。 

〇 地面に 線 を 引いて あらかじめ 俳優の 立ち どまる 位置 

を 確保したり、 移動す る カメラと 俳優との 間隔 を 一 本 



ちょうど その 裏の 場合、 たとえ 俳優 自身 は その 役の 

そのと きの 気持ち を 理解して いなくても、 視線の 指導 

さえ 正確 緻密に 行なわれるならば その 結果 は あたかも 

完全なる 理解の 上に 立った 演技の ごとく 見えて くる。 

気持ちの 説明が 困難な 場合 (たとえば 子役 を 使う 場 

合な ど)、 もしくは 説明が 煩雑で、 むしろ 省略す る ほう 

が 好ましい ような 場合に は、 私 は 俳優の 私に 対する 信 

頼に あまえて、 理由 も 何もい わず、 ただ 機械的に 視線 

の 方向と 距離と その 移行す る 順序 を 厳密に 指定す る マ J 

とが しばしばあった。 その 結果、 彼 あるいは 彼女た ち 

の 演技 は 正しく 各自の 考えで そうして いるよう に 見え 



〇 女優 は 貝の ように 堅く 口 をつ ぐむ。 その わけ はもち 

ろん 彼女た ちが 人間の 顔 をい かなる 場合に も 口 を 結ん 

でい る ほうが 美しい ように 勘違いして いるから だ。 

(口 を 開かなければ ならない ときに 無理に 閉じて いる 

の は 必要の ない ときに 口 を あけて いるのと 同じように 

ばかげた もの だが —— 。) 

そこで 我々 は 絶えず 彼女た ちの 唇 を こじ あける ため 

に、 一本の 鉄梃 を 用意して セットへ 向かう わけで ある。 

そうで もしない と 彼女た ち は 堅く 口 を 結んだ ままで 驚 

愕 の表晴 まで やっての けようと する からだ。 



えみれば 簡単に 避けられる ことで ある。 

要するに 我々 は 原則として 自分に できない 動き を 人 

に 強要し ない ことで ある。 自分に は 簡単に できる と 

思って いた ことが、 動いて みると 案外 やれない こと は 

珍しくない。 (この場合の 動きの 難易 は 技術的な 意味 

よりもむ しろ 生理的な 意味 を 多く 持って いる。) 

自分で 動いて みて 始めて 自分の 注文の 無理 を さとつ 

た 経験が 私に は 何回と なく ある。 

〇 俳優の 動きに ぎごちない 感じが つきまとい、 何とな 

く 見た目に 形が よくない ような とき は、 胖優 自身が 必 



〇 演出 者が 大きな 椅子に ふんぞりかえつ ている ス ナツ 

プ 写真 ほど 不思議な もの はな い。 病気で もない 演出 者 

がいつ 椅子 を 用いる ひまが あるの か、 私に は 容易に 理 

解が できない。 

〇 現場に おける 演技 指導 はいつ、 いかなる 手順で 行な 

わるべき か。 こんな ふうな 問題 は 能率 (商品 的な 意味 

ばかりでなく) のうえ から 最も 肝要な テ— マで あるが、 

我々 は 慣習と しても これ を 自分の 身に つけて いないし、 

法則と しても それ を 教えられ ていない。 いわば まった 

くで たらめ だった ので ある。 多少と も 批判の 眼 を 持つ 



て 我々 の 仕事場 を 参観に 来る 人々 に 対し、 私が いつも 

汗 背の 念 を 禁じ 得な いのは 我々 の 仕事が あまりに も 無 

秩序で 原始的な ことであった。 

そして こんな こと は 一 人 や 一 一人の 力で はどうに もな 

る ことで はない が、 しかし このまま でたらめ を 続けて 

行く わけに も 行かない。 そこで 私 は 自分の 仕事のと き 

だけで も 多少の 秩序 を 設けたい と 思い、 最近の 仕事で 

は 次の ような 順序に よる 方法 を 励行して みた。 

一、 その 日の 撮影 プランの 説明。 (これ は 実際的な 理 

由から 大概 省略した が 向後 はなるべく 実行した 

い。) 



、 その カットの 演技の 手順の 説明。 

、 右の 説明に 沿って 俳優 を 実際に 動かせ、 しゃべら 

せて みる。 (むろん 大略で よろしい。) 

、 右の 三 項の 間、 演出 助手、 カメラマン、 照明 部、 

録音 部、 大道具、 小道具、 移動 車の 係な ど そのと 

きの 仕事に 関係 ある もの は 残らず 手 を 休め、 静粛 

にこれ を 注視して いる。 

、 次に 俳優 はいつ たんその 位置 を 去り、 付近の 自由 

なる 場所に おいて 任意に せりふの 暗誦 その他 練習 

をす る 

、 その 間に カメラの すえつけ ならびに 操作 準備、 照 



ある。 

〇 「信頼」 の 上に 立たない 演技 指導 は 無効で ある 

(『映画 演出 学 読本』 一九 四 〇 年 十二月) 
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